
イ
ラ
ク
移
行
政
権
と
国
民
議
会
構
成

に
み
る
戦
後
イ
ラ
ク
の
政
治
勢
力

酒
井
啓
子

分
析
リ
ポ
ー
ト

イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
二
年
を
経
た
イ
ラ
ク
で
は
、
五
月
八
日
に
よ
う
や
く

イ
ラ
ク
人
に
よ
る
民
選
議
会
を
踏
ま
え
た
移
行
政
府
が
成
立
し
た
。
戦
後

一
年
二
カ
月
の
連
合
軍
に
よ
る
占
領
体
制
、
九
カ
月
間
の
ア
メ
リ
カ
の
任

命
に
よ
る
暫
定
政
権
体
制
を
経
て
、
初
め
て
民
意
を
反
映
し
た
政
権
が
成

立
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
誕
生
は
決
し
て
順
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
移
行
政
府
発

足
の
基
礎
と
な
る
国
民
議
会
選
挙
が
一
月
三
○
日
に
実
施
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の
結
果
発
表
は
二
月
一
八
日
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
選
挙
結
果

は
表
１
参
照
）、
さ
ら
に
は
第
一
党
の
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
と

第
二
党
の
ク
ル
ド
同
盟
リ
ス
ト
（
Ｋ
Ａ
）
の
間
で
首
相
指
名
の
調
整
が
つ

か
な
い
ま
ま
、
国
会
の
開
催
自
体
、
三
月
一
六
日
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。
正

副
大
統
領
が
指
名
さ
れ
た
の
が
四
月
七
日
、
首
相
は
同
月
九
日
に
任
命
さ

れ
た
が
、
さ
ら
に
組
閣
は
難
航
を
極
め
、
閣
僚
の
顔
ぶ
れ
が
ほ
ぼ
全
員
確

定
し
た
の
は
五
月
八
日
と
な
っ
た
。

三
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
イ
ラ
ク
政
権
の
空
転
を
招
い
た
原
因
は
、
第

一
党
の
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
第
二
党
の
ク
ル
ド
民
族
主
義
勢
力

と
の
間
の
調
整
の
難
航
、
そ
し
て
選
挙
で
代
表
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
ス
ン
ナ
派
社
会
、
特
に
反
米
勢
力
の
強
い
中
部
紛
争
地
域
を

い
か
に
政
権
内
に
取
り
込
む
か
に
苦
労
し
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
そ
こ
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
宗
派
的
、
民
族
的
な
権
力
配
分
で
は

な
い
。
む
し
ろ
深
刻
な
こ
と
は
、
政
府
自
体
の
政
治
的
方
向
性
を
巡
る
対

立
が
底
流
に
存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
移
行
政
府
の
主
力
を
占
め
る
シ
ー
ア
派
中
心
の
イ
ス
ラ

ー
ム
主
義
政
党
が
、
そ
の
根
幹
に
持
つ
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
イ

ス
ラ
ー
ム
主
義
を
、「
多
数
派
」
の
地
位
を
利
用
し
て
ど
こ
ま
で
実
現
に

向
け
た
動
き
を
進
め
る
の
か
、
と
い
う
点
が
最
も
関
心
を
引
く
。
さ
ら
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、
移
行
政
府
の
中
心
的
な
政
治
力
学
が
、
イ
ラ
ク
戦
争

前
後
に
対
米
関
係
を
強
化
し
て
き
た
、
い
わ
ば
対
米
・
対
外
交
渉
経
験
を

持
つ
元
亡
命
政
党
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
対
米
接
点
を
持
た
な
い

純
粋
な
国
内
発
生
型
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
台
頭
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て

33─アジ研ワールド・トレンド No.118（2005．７）



い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
内
発
型
の
国
内
政

治
勢
力
の
戦
後
の
急
速
な
政
治
進
出
は
、
既
存
の
亡
命
政
党
間
の
政
治
調

整
を
困
難
に
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
、
今
回
成
立
し
た
イ
ラ
ク
移
行
政
府
の
基
本
的
な
性
格
を
分

析
し
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
問
題
点
を
概
観
し
た
い
。
と
り

わ
け
、
第
一
党
の
地
位
を
獲
得
し
た
Ｕ
Ｉ
Ａ
を
中
心
と
し
て
、
シ
ー
ア
派

イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
現
状
を
追
う
。

●
フ
セ
イ
ン
政
権
「
全
否
定
」
型
政
権
へ

ま
ず
国
民
議
会
お
よ
び
移
行
政
府
の
性
格
を
最
も
端
的
な
形
で
表
す
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
暫
定
政
府
の
フ
セ
イ
ン
体
制
部
分
否
定

政
策
か
ら
、
全
否
定
へ
の
転
換
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
一
党
の
Ｕ
Ｉ

Ａ
を
主
導
す
る
イ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
最
高
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
）
や
ダ
ア
ワ
党
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
、
第
二
党
に
属
す
る
ク
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
民
主
党
（
Ｋ
Ｄ
Ｐ
）や
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
愛
国
連
合
（
Ｐ
Ｕ
Ｋ
）

は
、
一
九
七
○
年
代
以
来
フ
セ
イ
ン
政
権
と
、
武
力
闘
争
を
含
め
て
対
決

姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
自
分
自
身
一
九
七
○
年
代
ま
で
バ
ア
ス
党
に
在
籍

し
、
フ
セ
イ
ン
政
権
下
の
軍
人
や
バ
ア
ス
党
員
で
も
戦
後
新
体
制
の
な
か

で
積
極
的
に
起
用
し
て
い
こ
う
と
し
て
き
た
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
元
首
相
と

は
、
戦
後
体
制
の
あ
り
方
に
対
す
る
考
え
方
が
全
く
異
な
る
。

特
に
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
な
か
で
中
心
的
位
置
づ
け
を
占
め
る
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、

「
バ
ア
ス
党
員
を
権
力
の
座
に
戻
す
こ
と
は
、
治
安
と
政
治
的
安
定
を
覆

す
こ
と
に
な
る
」（
二
○
○
五
年
一
月
四
日
付
『
ハ
ヤ
ー
ト
』
紙
に
よ
る

サ
ア
ド
・
ジ
ャ
ワ
ー
ド
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
政
治
局
副
局
長
発
言
）
と
見
な
し
て
、

旧
バ
ア
ス
党
員
パ
ー
ジ
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
移
行
政
府
組
閣
の
過
程

で
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
元
軍
事
部
門
で
あ
る
バ
ド
ル
部
隊
を

改
組
し
た
バ
ド
ル
組
織
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ー
ミ
リ
ー
代
表
を
、
内
相
に

任
命
す
べ
し
、
と
要
求
し
て
い
た
（
三
月
三
日
付
『
サ
バ
ー
ハ
・
ジ
ャ
デ

ィ
ー
ド
』
紙
）
こ
と
か
ら
も
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
主
流
派
が
治
安
分
野
の
対
バ
ア

ス
党
宥
和
政
策
を
全
面
的
に
見
直
し
、
反
バ
ア
ス
党
政
策
を
徹
底
し
て
追

求
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
反
バ
ア
ス
党
姿
勢
は
、
特
に
サ

政党・会派名 得票率（％） 議席 主要所属政党、政治家 性格

イラク統一同盟（United 
Iraqi Alliance, UIA）

48.2 140
SCIRI、ダアワ党、INC、バドル組織、トルコマン・イ
スラーム連合、ファディーラ党

シーア派中心、INC以外イスラーム主義
系

クルド同盟リスト
（Kurdistan Alliance, KA）

25.7   75 KDP、PUK クルド民族、世俗主義中心

イラク・リスト 13.8   40 INA（アッラーウィ元首相）、カースィム元国務相 宗派混合、世俗主義

イラキユーン 1.8     5
ヤーワィル元大統領、ハサニ元イラク・イスラーム党
幹部

スンナ派、イスラーム主義・世俗混合、
部族

イラク・トルコマン戦線 1.1     3 トルコマン諸政党 トルコマン民族

国民幹部エリート集団 0.83     3 サドル派の一部 シーア派、イスラーム主義

人民連盟 0.83     2 イラク共産党 宗派混合、世俗主義

クルド・イスラーム協会 0.72     2 クルド、イスラーム主義

イスラーム行動組織 0.51     2 シーア派、イスラーム主義

表１ １月 30日の国民議会選挙結果（2月 18 日発表）

（出所）独立選挙委員会ホームページ（http://www.ieciraq.org/）などから筆者作成。
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分析リポート
イラク移行政権と国民議会構成にみる戦後イラクの政治勢力

ド
ル
派
や
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
運
動
な
ど
の
国
内
発
生
型
政
党
の
間
で
は
よ
り

強
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
反
バ
ア
ス
党
姿
勢
は
、「
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
政
権
は
旧
バ
ア
ス

党
員
に
寛
大
す
ぎ
る
」
と
の
サ
ド
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ク
バ
ン
ジ
ー
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｒ
Ｉ
幹
部
の
金
曜
礼
拝
で
の
説
教
（
二
○
○
四
年
一
二
月
四
日
付
『
マ
シ

ュ
リ
ク
』
紙
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
暫
定
政
府
批
判

に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
選
挙
直
後
か
ら
勝
利
を
確
信
し
た
Ｕ
Ｉ
Ａ

は
、
早
く
か
ら
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
の
治
安
政
策
に
対
す
る
非
難
、
ア
ッ
ラ
ー

ウ
ィ
と
の
連
立
拒
否
を
表
明
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
政
権
に
対
す
る
反
発
は
、
新
政
権
成
立
以
前

か
ら
、
特
に
現
場
の
警
察
、
治
安
組
織
の
間
で
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
派
と
Ｕ
Ｉ

Ａ
派
の
治
安
組
織
の
掌
握
を
巡
る
衝
突
と
な
っ
て
現
れ
た
。
た
と
え
ば
三

月
、
ナ
ジ
ャ
フ
で
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
系
の
治
安
部
隊
が
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
派
知
事

に
反
発
し
て
暫
定
政
府
の
治
安
機
関
を
急
襲
し
、
実
力
で
そ
の
武
器
、
施

設
を
押
収
す
る
、
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
る
（
三
月
四
日
付
『
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
）。

フ
セ
イ
ン
政
権
の
部
分
否
定
か
全
否
定
か
、
と
い
う
問
題
は
、
ク
ー
デ

タ
ー
か
革
命
か
ほ
ど
の
相
違
を
生
む
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
期
に
、
イ

ラ
ン
の
支
援
を
受
け
て
イ
ラ
ン
か
ら
イ
ラ
ク
国
内
に
潜
入
さ
せ
ら
れ
た
バ

ド
ル
部
隊
に
対
し
て
、
そ
れ
を
「
外
敵
」
と
し
て
戦
っ
た
経
験
と
記
憶
を

持
つ
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
よ
っ
て
命
を
失
っ
た
イ
ラ
ク
人
は
少
な
く
な
い
。

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
や
バ
ド
ル
組
織
の
起
用
が
、
強
硬
な
反
バ
ア
ス
性
／
報
復
性

に
よ
っ
て
、
過
度
の
不
安
と
混
乱
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。

ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ー
ミ
リ
ー
代
表
は
二
月
二
四
日
に
、「
バ
ド
ル
組
織
が

元
バ
ア
ス
党
員
を
殺
害
し
て
い
る
」
と
の
噂
を
わ
ざ
わ
ざ
国
内
紙
（『
フ

ラ
ー
ト
』
紙
）
上
で
否
定
し
、「
バ
ア
ス
党
解
党
政
策
に
は
賛
成
だ
が
、

強
要
さ
れ
て
入
党
し
た
党
員
に
ま
で
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
」、
と
弁

明
し
て
い
る
（
四
月
二
四
日
付
『
シ
ャ
ル
ク
・
ル
・
ア
ウ
サ
ト
』
紙
）。

さ
ら
に
こ
う
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
反
バ
ア
ス
党
姿
勢
は
、
周
辺
ア
ラ
ブ

諸
国
と
の
軋
轢
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
二
月
二
八
日
、
ヒ
ッ
ラ
で
シ
ー
ア

派
住
民
に
多
く
の
被
害
を
出
し
た
自
爆
攻
撃
に
ヨ
ル
ダ
ン
人
が
関
与
し
て

い
た
こ
と
を
巡
っ
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
幹
部
の
ア
ン
マ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ハ
キ

ー
ム
や
ジ
ャ
ラ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
＝
サ
ギ
ー
ル
は
、
ヨ
ル
ダ

ン
政
府
の
対
バ
ア
ス
党
、
対
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
関
係
を
槍
玉
に
挙
げ
て
、

非
難
し
た
（
三
月
二
七
日
付
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
放
送
お
よ
び
三
月
二
○
日
付

『
ダ
ア
ワ
』
紙
）。

こ
う
し
た
移
行
政
府
主
流
派
の
過
度
の
反
バ
ア
ス
党
政
策
や
、
旧
軍
・

旧
官
僚
に
多
い
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
人
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
排
除
政
策
が
生

み
出
す
衝
突
と
社
会
不
安
を
懸
念
し
て
、
移
行
政
府
首
相
は
あ
る
程
度
反

・
旧
体
制
姿
勢
や
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
色
を
薄
め
る
組
閣
を
心
が
け
た
。
国

防
相
や
ス
ン
ナ
派
副
首
相
人
事
が
最
後
ま
で
難
航
し
た
の
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
主

導
の
内
閣
で
あ
り
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
旧
体
制
の
不
満
層
、
と
り
わ
け

剥
奪
感
の
強
い
ス
ン
ナ
派
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
人
材
の
起
用
を
模

索
し
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。
反
政
府
ゲ
リ
ラ
活
動
の
最
も
激
し
い
ア
ン
バ

ー
ル
県
の
主
要
地
元
勢
力
、
ド
ゥ
レ
イ
ミ
ー
部
族
の
出
身
者
か
ら
国
防
相
、

地
方
担
当
国
務
相
、
同
じ
く
同
地
域
出
身
の
文
化
相
が
任
命
さ
れ
た
の
は
、

紛
争
地
帯
出
身
者
の
登
用
（
反
政
府
側
か
ら
見
れ
ば
「
一
本
釣
り
」
の
懐

柔
）
を
、
偏
向
と
も
い
え
る
ほ
ど
に
重
視
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
副
首

相
の
ジ
ュ
ブ
ー
リ
も
、
テ
ィ
ク
リ
ー
ト
、
サ
マ
ッ
ラ
ー
な
ど
反
米
活
動
の

激
し
い
地
域
の
有
力
部
族
出
身
で
、
息
子
を
反
米
抵
抗
運
動
の
な
か
で
亡

く
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
閣
僚
登
用
さ
れ
た
ス

ン
ナ
派
地
方
勢
力
は
、
こ
れ
ま
で
何
ら
か
の
政
党
活
動
に
関
与
し
国
政
選

挙
な
ど
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
て
き
た
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
主
要
政
治
家
の
な
か
で
ダ
ア
ワ
党
党
首
の
イ
ブ

ラ
ヒ
ー
ム
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
が
首
相
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
彼
が
過
度
の

イ
ス
ラ
ー
ム
性
、
反
バ
ア
ス
党
性
を
自
制
で
き
る
人
物
と
見
な
さ
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
ダ
ア
ワ
党
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
や
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
に

先
立
ち
設
立
さ
れ
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
建
設
を
最
終
目
標
と
す
る
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
政
党
で
、
イ
ラ
ク
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
の
先
駆
的
存
在

で
あ
る
。
だ
が
政
党
幹
部
に
非
ウ
ラ
マ
ー
が
多
く
、
対
外
広
報
上
イ
ス
ラ

ー
ム
主
義
の
強
調
を
避
け
る
な
ど
、
他
政
党
と
の
政
治
的
調
整
能
力
は
Ｓ
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Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
や
バ
ド
ル
組
織
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
選
挙
前
、

ド
イ
ツ
政
府
の
支
援
で
運
営
さ
れ
る
イ
ラ
ク
・
ラ
ジ
オ
局
の
「
選
挙
モ
ニ

タ
ー
・
イ
ラ
ク
」
が
、
主
要
立
候
補
政
党
に
「
政
策
の
な
か
で
最
重
要
視

す
る
要
素
」、「
憲
法
に
盛
り
込
む
べ
き
要
素
」
を
問
う
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
憲
法
に
お
け
る
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
「
イ
ス
ラ
ー
ム

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
真
っ
先
に
挙
げ
、
ま
た
バ
ド
ル
組
織
は
い
ず

れ
の
回
答
で
も
「
イ
ス
ラ
ー
ム
を
最
重
要
視
し
イ
ラ
ク
の
統
一
や
人
権
に

勝
る
」、
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ダ
ア
ワ
党
は
、
イ
ラ
ク
の
統
一
や
国

民
の
自
由
を
最
優
先
さ
せ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
言
葉
を
一
切
避
け
た

（
同
ラ
ジ
オ
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.electionm
onitoriraq.

com
/

に
よ
る
）。
ま
た
対
旧
体
制
派
政
策
に
関
し
て
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
は
、

首
相
就
任
以
前
か
ら
「
バ
ア
ス
党
に
対
し
て
は
抑
圧
す
べ
き
で
は
な
い
し
、

共
存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
政
権
の
中
枢
に
あ
っ
た
者
を
起
用
し
た
り

新
体
制
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」（
二
○
○
四
年
一
一

月
二
日
付
『
ム
ス
タ
ク
バ
ル
』
紙
）
と
、「
全
否
定
」
方
針
を
薄
め
て
き
た
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
慎
重
論
に
対
し
て
、
逆
に
政
権
内
部
か
ら
反
バ

ア
ス
党
政
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル

・
ア
ジ
ー
ズ
・
ア
ル
＝
ハ
キ
ー
ム
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
議
長
は
移
行
政
府
任
命
当

日
の
演
説
で
、「
ア
フ
ラ
ク
主
義
者
（
＝
バ
ア
ス
党
員
）
と
フ
セ
イ
ン
支

持
者
は
イ
ラ
ク
人
民
の
敵
で
あ
る
…
犯
罪
者
た
る
フ
セ
イ
ン
支
持
者
全
員

を
全
て
の
省
庁
か
ら
排
除
す
る
、
と
い
う
基
本
法
の
規
定
を
、
移
行
政
府

が
遵
守
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
牽
制
し
た
（
二
○
○
五
年
四
月
二
八
日

付
『
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
』
紙
）。
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
と
ダ
ア
ワ
党
と
い
う
、
戦
後

米
占
領
下
で
戦
後
政
権
に
関
与
し
て
き
た
二
大
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
間
で

も
、
旧
体
制
派
に
対
す
る
政
策
に
は
温
度
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
連
合
化
と
対
米
従
属
姿
勢

の
希
薄
化

暫
定
国
民
議
会
と
移
行
政
府
の
陣
容
に
表
れ
た
第
二
の
特
徴
は
、
シ
ー

ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
連
合
確
立
の
成
功
で
あ
る
。
国
民
議
会
選
挙
で

四
八
％
の
票
を
獲
て
二
七
五
議
席
中
一
四
○
議
席
を
獲
得
し
た
Ｕ
Ｉ
Ａ
に

は
、
ダ
ア
ワ
党
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
既
存
の
元
亡
命
政
党
の
他
、
フ
ァ

デ
ィ
ー
ラ
党
（
サ
ド
ル
派
同
様
故
ム
ハ
ン
マ
ド
・
サ
ー
デ
ィ
ク
・
サ
ド
ル

を
信
奉
す
る
国
内
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
）
や
ダ
ア
ワ
党
イ
ラ
ク
機
構
、
イ
ラ

ク
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ア
フ

マ
ド
・
チ
ャ
ラ
ビ
率
い
る
イ
ラ
ク
国
民
会
議
（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
）
や
ス
ン
ナ
派
部

族
勢
力
（
シ
ャ
ン
マ
ル
部
族
の
フ
ァ
ワ
ー
ズ
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
ル
バ
）、
ト

ル
コ
マ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
連
合
、
シ
ー
ア
派
ク
ル
ド
勢
力
（
フ
ェ
イ
リ
ー

・
ク
ル
ド
）
な
ど
、
シ
ー
ア
派
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
以
外
の
政
治

勢
力
も
加
わ
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
、
ス
ィ
ス
タ
ー
ニ
ー
師
ら
シ
ー

ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
界
の
社
会
的
影
響
力
を
前
提
と
し
た
政
治
連
合
だ

と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
連
合
が
反
米
勢
力
も

含
め
て
形
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
や
ク
ル
ド
勢
力
な

ど
と
と
も
に
暫
定
政
府
の
一
角
を
担
っ
て
い
た
ダ
ア
ワ
党
や
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

が
Ｕ
Ｉ
Ａ
に
参
加
し
た
が
、
サ
ド
ル
派
の
一
部
な
ど
米
占
領
に
対
し
て
明

白
に
反
対
を
掲
げ
る
勢
力
も
、
こ
こ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

表
２
は
、
反
フ
セ
イ
ン
諸
勢
力
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
フ
セ
イ
ン
政
権
転
覆
に
起
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
戦
後
は

イ
ラ
ク
統
治
に
登
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

見
て
取
れ
る
の
は
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
世
俗
系
の
親
米
政
党

の
登
用
が
戦
前
か
ら
暫
定
政
府
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
の
に
、
選
挙
後

は
政
治
中
枢
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ン
ナ
派
諸

勢
力
も
、
戦
後
俄
仕
立
て
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
登
用
さ
れ
て
政
治
組

織
化
さ
れ
た
が
、
選
挙
後
ま
で
生
き
延
び
た
の
は
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・
ヤ
ー
ウ

ィ
ル
元
大
統
領
率
い
る
部
族
勢
力
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
な
か
で
、
戦
前
米
政

権
が
積
極
的
に
起
用
し
た
の
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
と
後
に
シ
ー
ア
派
政
治
評

議
会
を
形
成
す
る
一
部
の
シ
ー
ア
派
個
人
政
治
家
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
戦

後
米
占
領
下
の
統
治
評
議
会
に
は
ダ
ア
ワ
党
と
そ
の
分
派
（
ダ
ア
ワ
運

動
）、
ま
た
イ
ラ
ク
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
な
ど
の
国
内
組
織
が
加
わ
っ
た
。

さ
ら
に
暫
定
政
府
が
設
置
し
た
諮
問
評
議
会
に
は
、
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
や
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分析リポート
イラク移行政権と国民議会構成にみる戦後イラクの政治勢力

米支援対
象＊

02 ロンド
ン会議＊＊

03 統治評
議会

03 占領期
内閣

04暫定政府
04 諮問評
議会

05国民議会 05 移行政府

UIA および類似のシーア派イスラーム系

SCIRI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダアワ党 ○ ○ ○ ○ ○ ○

イラク・ヒズブッラー ○ ○ ○

イスラーム・ダアワ運動 ○ ○ ○

ファディーラ党 ○ ○

ダアワ党イラク機構 ○ ○ ○

（シーア派政治評議会、ただし（ ）は INC） （○） （○） （○） （○） ○ ○

イスラーム行動組織 ○ ○

スィスターニー師側近 ○ ○ ○

国民幹部エリート団（サドル派） ○ ○

クルド系

KDP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PUK ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クルド・イスラーム連合 ○ ○ ○ ○

クルド共産党 ○ ○

クルド民衆運動 ○ ○

イラク・リストなど世俗系

INA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イラク国民運動 ○ ○ ○

（イラク民主運動） ○

（イラク国民運動・無所属市民社会連合） ○ ○

イラク国民連合 ○ ○ ○ （○）

イラキユーンおよびスンナ派諸勢力

イラク・イスラーム党 ○ ○ ○ ○ ○

イラク無所属民主派 ○ ○ ○ ○ ○

（国民民主党） ○ ○ ○ ○

イラク国民行進（ジュブーリ部族） ○ ○ ○ ○

（国民民主同盟） ○ ○

（イラキユーン） ○ ○ ○ ○

表２ 戦前・戦後のイラク政治過程への各政治勢力の参加

（出所）筆者作成。
（注）かっこ内の政党は、戦前は政党として存在せず、戦後に取り立てられた／台頭した個人政治家が、複数政党制導入を想定して 2003 年以降組織化され
たもの。＊1998 年米政権が制定した「イラク解放法」に基づき 1998 ～ 2003 年の間米国の資金援助対象となった反フセイン組織。＊＊2002 年 12 月に
ロンドンで開催された反フセイン勢力結集会議で設立された「フォローアップ委員会」を指す。参加者はポスト・フセイン体制の受け皿となることを
期待した。
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ダ
ア
ワ
党
イ
ラ
ク
機
構
、
そ
し
て
ス
ィ
ス
タ
ー

ニ
ー
師
の
側
近
な
ど
、
専
ら
国
内
に
活
動
基
盤

を
持
つ
政
治
的
、
社
会
的
有
力
者
が
加
わ
り
、

裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

こ
の
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
登
用
拡
大

の
過
程
で
は
、
国
内
発
生
型
の
新
興
政
治
勢
力

の
登
用
が
目
立
つ
が
、
重
要
な
点
は
、
拡
大
登

用
さ
れ
た
国
内
勢
力
の
ほ
と
ん
ど
が
米
国
と
の

接
触
経
験
が
少
な
い
（
ダ
ア
ワ
党
イ
ラ
ク
機
構

や
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
な
ど
）
ば
か
り
か
、
サ
ド

ル
派
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
反
米
姿
勢
を
明
言

し
て
き
た
勢
力
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

Ｕ
Ｉ
Ａ
が
獲
得
し
た
一
四
○
議
席
の
う
ち
、

占
領
期
、
暫
定
政
権
期
に
政
権
参
画
経
験
の
あ

る
政
党
が
獲
得
し
た
議
席
数
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

が
一
八
議
席
（
一
三
％
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
リ
ス
ト
中
の

第
一
、
一
七
、
三
一
、
六
一
、
九
八
、
一
○
七
、

一
一
三
位
な
ど
を
占
め
る
）、
ダ
ア
ワ
党
が
一

五
議
席
（
一
一
％
。
第
二
、
一
一
、
一
四
、
三

五
、
五
三
位
な
ど
）、
シ
ー
ア
派
政
治
評
議
会

一
三
議
席
（
九
％
。
第
一
○
、
二
九
、
三
○
、

三
六
、
五
九
、
七
九
、
一
一
○
、
一
一
六
位
な

ど
）、
ダ
ア
ワ
党
イ
ラ
ク
機
構
九
議
席
（
六
％
。

第
一
一
、
二
三
位
な
ど
）
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
こ
れ
ま
で
政
権
中
枢
に
登
用
経
験
が
全
く
な

く
、
対
米
接
点
も
も
た
な
か
っ
た
勢
力
が
得
た

議
席
数
は
、
サ
ド
ル
派
二
一
議
席
（
一
五
％
。

Ｕ
Ｉ
Ａ
リ
ス
ト
第
三
八
位
な
ど
）、
フ
ァ
デ
ィ

ー
ラ
党
九
議
席
（
第
一
三
、
二
六
位
な
ど
）、

フ
ェ
イ
リ
ー
・
ク
ル
ド
（
シ
ー
ア
派
ク
ル
ド
勢

力
、
三
％
。
第
四
四
、
九
五
位
な
ど
）
四
議
席

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
二
月
二
一
日
付
『
ハ
ヤ
ー
ト
』
紙
）。
ま
た
、
基

本
的
に
宗
教
権
威
の
政
治
介
入
に
消
極
的
な
ス
ィ
ス
タ
ー
ニ
ー
師
の
側
近

で
あ
る
フ
セ
イ
ン
・
ア
ル
＝
シ
ャ
フ
ラ
ス
タ
ー
ニ
ー
や
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド

ゥ
ル
ハ
キ
ー
ム
・
ア
ル
＝
サ
ー
フ
ィ
ー
（
ス
ィ
ス
タ
ー
ニ
ー
師
の
バ
ス
ラ

で
の
ワ
キ
ー
ル
〔
代
理
人
〕）
が
リ
ス
ト
の
高
位
に
つ
け
ら
れ
議
席
を
獲

得
し
て
い
る
こ
と
も
、
国
内
、
特
に
地
域
社
会
で
の
社
会
的
影
響
力
を
背

景
と
し
た
政
治
家
が
台
頭
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
サ
ド
ル

派
は
「
国
民
幹
部
エ
リ
ー
ト
集
団
」
と
し
て
Ｕ
Ｉ
Ａ
外
か
ら
も
立
候
補
し
、

三
名
の
当
選
者
を
出
し
て
い
る
が
、
選
挙
後
Ｕ
Ｉ
Ａ
と
連
立
を
組
む
こ
と

で
合
意
し
た
。

こ
う
し
た
国
内
発
生
型
の
政
治
勢
力
は
、
そ
れ
ま
で
対
米
依
存
体
質
を

持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
米
占
領
路
線
の
中
で
の
政
治
復
興
過
程
に
率
直
に

反
対
を
表
明
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
国
会
選
挙
で
初
め
て
国
政

過
程
に
参
加
し
た
反
米
強
硬
派
の
サ
ド
ル
派
は
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ア
ワ
党
イ

ラ
ク
機
構
（
ダ
ア
ワ
党
か
ら
一
九
八
○
年
代
に
分
派
）
は
、
二
○
○
四
年

三
月
に
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
、
イ
ス
ラ
ー
ム
合
意
、
イ
ス
ラ
ー
ム
行
動
組
織

な
ど
と
と
も
に
統
治
評
議
会
の
基
本
法
制
定
に
反
対
す
る
会
派
を
形
成
し

た
（
二
○
○
四
年
三
月
一
八
日
付
『
ハ
ヤ
ー
ト
』
紙
）、
と
い
う
事
例
も

見
ら
れ
る
。

一
月
の
国
会
選
挙
結
果
に
基
づ
け
ば
、
サ
ド
ル
派
や
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党

な
ど
、
こ
れ
ま
で
政
権
参
入
経
験
の
な
い
政
党
に
よ
る
閣
僚
登
用
要
求
が

強
ま
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
政
権
中
枢
三
九
名
（
閣
僚
お
よ
び
正
副
大

統
領
）
の
う
ち
、
サ
ド
ル
派
の
登
用
は
最
低
で
も
三
名
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

幹
部
の
登
用
が
二
名
、
ダ
ア
ワ
党
は
一
名
で
あ
る
の
に
比
較
す
れ
ば
、
大

躍
進
と
い
え
る
。
一
方
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
は
、
最
後
ま
で
石
油
相
ポ
ス
ト

を
要
求
し
た
が
退
け
ら
れ
（
二
○
○
五
年
四
月
二
七
日
付
『
フ
ラ
ー
ト
』

紙
）、
ま
た
イ
ラ
ク
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
三
月
、
組
閣
が
進
ま
な
い
こ
と

を
批
判
し
て
Ｕ
Ｉ
Ａ
か
ら
脱
退
を
表
明
し
た
。

●
地
方
政
治
勢
力
と
中
央
と
の
乖
離

右
で
見
た
よ
う
な
、
国
内
発
生
型
の
新
興
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
台
頭
と
、

図 1 イラク県別地図
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分析リポート
イラク移行政権と国民議会構成にみる戦後イラクの政治勢力

既
存
の
亡
命
政
党
と
の
微
妙
な
関
係
は
、
地
方
政
治
に
お
い
て
よ
り
顕
著

で
あ
る
。
国
民
議
会
選
挙
と
同
日
に
、
各
県
で
は
県
議
会
選
挙
が
同
じ
く

比
例
代
表
式
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
や
Ｋ
Ａ
の
よ
う
な
全

国
レ
ベ
ル
の
政
党
連
合
は
組
ま
れ
ず
、
各
政
党
が
独
自
に
候
補
リ
ス
ト
を

立
て
る
か
、
そ
の
地
域
限
定
の
政
党
連
合
を
組
む
か
で
あ
っ
た
。
県
議
会

選
挙
の
結
果
は
国
会
選
挙
結
果
と
同
時
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
三
月
後
半

に
多
く
の
県
で
県
知
事
が
、
県
議
会
に
よ
っ
て
次
々
に
選
出
さ
れ
た
。

県
議
会
選
挙
の
結
果
お
よ
び
そ
こ
で
成
立
し
た
県
議
会
で
の
県
知
事
選

出
を
見
れ
ば
、
国
会
選
挙
結
果
と
比
較
し
て
地
方
政
党
の
得
票
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
一
部
の
地
域
で
は
、
中
央
政
界
で
活
躍
す
る
政
党
の

な
か
で
も
、
新
興
政
党
の
地
方
で
の
得
票
が
目
立
つ
ケ
ー
ス
が
多
い
。

表
３
は
、
県
議
会
選
挙
で
の
第
一
党
と
そ
こ
か
ら
選
出
さ
れ
た
知
事
、

そ
し
て
同
県
の
国
会
選
挙
で
の
第
一
党
の
得
票
率
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
顕
著
な
こ
と
は
、
ナ
ジ
ャ
フ
、
カ
ル
バ
ラ
ー
の
両
シ
ー
ア
派
聖
地

と
近
隣
県
の
ム
サ
ン
ナ
と
い
っ
た
南
西
部
県
で
は
、
国
会
選
挙
で
も
県
議

会
選
挙
で
も
同
じ
既
存
の
元
亡
命
政
党
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）
が
単
独
で
立
候

補
、
第
一
党
と
な
り
、
知
事
に
も
そ
の
第
一
党
の
立
候
補
リ
ス
ト
の
上
位

者
が
選
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
対
照
的
な
の
は
南
東
部
県
で
あ
る
。
マ
イ
サ
ン
、
ワ
ー
シ
ト
、

デ
ィ
ヤ
ー
ラ
で
は
地
元
で
独
自
に
結
成
さ
れ
た
政
治
連
合
が
第
一
党
を
占

め
た
。
特
に
マ
イ
サ
ン
、
ワ
ー
シ
ト
で
は
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ー
ア

派
で
あ
る
こ
と
は
南
西
部
諸
県
と
変
わ
り
が
な
い
が
、
国
会
選
挙
で
Ｕ
Ｉ

Ａ
の
得
票
率
が
南
西
部
よ
り
低
い
こ
と
、
代
わ
り
に
サ
ド
ル
派
の
国
民
幹

部
エ
リ
ー
ト
集
団
な
ど
国
内
発
生
型
新
興
政
党
が
他
県
に
比
べ
て
支
持
を

得
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
相
違
が
見
ら
れ
る
。
国
民
幹
部
エ
リ
ー
ト
集

団
は
、
国
会
選
挙
で
、
ナ
ジ
ャ
フ
、
カ
ル
バ
ラ
ー
、
バ
ー
ビ
ル
、
ム
サ
ン

ナ
と
い
っ
た
南
西
部
県
で
は
一
様
に
得
票
率
一
％
に
も
満
た
な
い
の
に
対

し
て
、
マ
イ
サ
ン
で
は
四
％
、
ワ
ー
シ
ト
や
カ
ー
デ
ィ
ス
ィ
ー
ヤ
、
デ
ィ

ー
カ
ー
ル
で
は
一
・
五
〜
二
％
と
、
南
東
部
で
多
く
得
票
し
て
い
る
。
同

様
に
国
会
選
挙
で
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
得
票
率
が
低
い
バ
ス
ラ
で
も
、
県
議
会
で
の

第
一
党
は
地
元
の
政
党
連
合
、
知
事
は
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
か
ら
と
、
元
亡

県名 県議会選挙第一党 選出知事の出身政党 県内の国会選挙第一党とその得票率

既存政党が第一党確保

ナジャフ SCIRI SCIRI リスト１位 UIA 79％

カルバラー SCIRI SCIRI リスト８位 UIA 70％

ムサンナ SCIRI SCIRI リスト１位 UIA 77％

ディーカール SCIRI（ファディーラ党と同率） SCIRI UIA 81％

新興・地元勢力が第一党

マイサン イマームフセイン思想クラブ 同左１位 UIA 69％

ワーシト イラク・エリート連合 同左 22位 UIA 73％

バービル 「忠誠あるイラク人」協会 同左 10位＊（バドル組織） UIA 79％

ディヤーラ 県イスラーム国民勢力同盟 同左１位 UIA 43％

タミーン キルクーク同胞リスト 同左１位 トルコマン戦線 60％

アルビル クルド民主の声リスト 同左１位 KA 95％

知事が第一党以外から選出
バスラ イスラーム・バスラ ファディーラ党（第二党）１位 UIA 70％

サラハッディーン 県統一民主同盟 INA（第６位）１位 UIA 22％

表３ 県議会選挙結果と知事選出

（出所）筆者作成。新知事就任は確認されたが県議会との関係が不明だったり（バグダード、ニネヴェ、カーディスィーヤ、アンバール）、新知事選出が確認できなかっ
た（スライマニーヤ、ドゥホーク）県を除く。

（注）＊知事は左の連合に加わっていたバドル組織から選ばれた。
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命
政
党
中
心
の
中
央
政
界
と
は
異
な
る
結
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
央
政
界
と
地
方
政
界
の
選
好
の
相
違
は
、
南
部
シ
ー
ア

派
地
域
で
の
み
見
ら
れ
る
傾
向
で
は
な
い
。
わ
ず
か
な
選
挙
参
加
し
か
得

ら
れ
な
か
っ
た
ス
ン
ナ
派
地
域
で
は
、
そ
の
乖
離
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。

ス
ン
ナ
派
住
民
の
多
い
サ
ラ
ハ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
国
会
選
挙
で
Ｕ
Ｉ
Ａ
が
第

一
党
と
な
っ
た
の
は
、
ス
ン
ナ
派
住
民
の
投
票
が
ご
く
わ
ず
か
し
か
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
ス
ン
ナ
派
系
政
党
の
小
党
乱
立
、

政
党
連
合
形
成
の
失
敗
に
起
因
し
て
い
る
。
そ
し
て
県
議
会
選
挙
で
は
、

国
会
選
挙
で
の
第
一
党
と
全
く
異
な
る
政
党
が
第
一
党
と
な
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
知
事
選
出
で
は
、
県
議
会
第
一
党
を
反
映
し
な
い
形
で
知
事
が
選

ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
サ
ラ
ハ
ッ
デ
ィ
ー
ン
で
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
出
身
知
事
、

ア
ン
バ
ー
ル
で
の
ジ
ュ
ブ
ー
リ
部
族
系
知
事
選
出
は
、
地
方
社
会
で
の
政

治
力
学
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
央
政
界
の
権
力
抗
争
の

余
波
を
受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ス
ン
ナ
派
地
域
で
は
、
ジ
ュ

ブ
ー
リ
部
族
や
ヤ
ー
ウ
ィ
ル
元
大
統
領
の
シ
ャ
ン
マ
ル
部
族
と
い
っ
た
非

政
党
勢
力
の
非
公
式
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
起
用
す
る
こ
と
で
、
政
党
政
治
の

不
在
を
補
完
し
よ
う
と
い
う
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
結
語

こ
の
よ
う
に
、
初
め
て
の
複
数
政
党
制
に
基
づ
く
選
挙
に
よ
っ
て
固
定

化
さ
れ
た
イ
ラ
ク
の
戦
後
政
治
の
勢
力
図
は
、
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

イ
ラ
ク
南
部
地
域
の
、
特
に
シ
ー
ア
派
聖
地
を
中
心
と
し
た
南
西
部
と
ク

ル
ド
地
域
（
今
回
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
分
析
で
き
な
か
っ
た
が
）
で
は
、

中
央
政
界
に
基
盤
を
置
く
既
存
の
元
亡
命
政
党
が
、
戦
後
急
速
に
発
生
し

て
き
た
新
興
地
方
政
治
勢
力
を
、
自
派
連
合
に
取
り
こ
む
こ
と
に
あ
る
程

度
成
功
し
、
地
方
政
界
も
中
央
政
界
と
同
様
に
既
存
政
党
主
導
で
の
政
治

運
営
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
同
じ
シ
ー
ア
派
住
民
が
多
数
を
占
め
る

南
東
部
で
は
、
地
方
政
界
は
中
央
と
は
異
な
る
政
治
志
向
を
示
し
、
既
存

亡
命
政
党
よ
り
も
新
興
政
党
あ
る
い
は
地
元
勢
力
を
選
好
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
方
と
中
央
の
志
向
の
乖
離
は
、
あ
る
意
味
で
は
中
央
政
界

が
地
方
の
政
治
状
況
を
反
映
で
き
な
い
こ
と
に
も
繋
が
る
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
中

心
勢
力
と
し
て
元
亡
命
政
党
よ
り
多
く
の
議
席
を
獲
得
し
た
と
報
じ
ら
れ

る
、
特
に
地
方
の
貧
困
地
域
に
支
持
基
盤
を
置
く
サ
ド
ル
派
な
ど
が
、
中

央
政
界
で
そ
の
実
力
に
見
合
っ
た
権
力
を
確
保
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
統

治
評
議
会
、
あ
る
い
は
戦
前
の
米
政
権
に
よ
る
反
フ
セ
イ
ン
勢
力
支
援
体

制
な
ど
に
始
ま
る
対
米
協
力
的
な
既
存
政
党
と
、
こ
う
し
た
新
興
政
党
の

間
で
の
、
中
央
権
力
を
巡
る
対
立
に
発
展
す
る
可
能
性
も
出
て
こ
よ
う
。

特
に
Ｕ
Ｉ
Ａ
自
体
が
強
い
反
・
旧
体
制
政
策
を
掲
げ
る
な
か
で
、
ジ
ャ
ア

フ
ァ
リ
首
相
を
中
心
と
し
た
政
権
中
枢
が
旧
体
制
と
の
妥
協
を
強
い
ら
れ

る
形
に
な
れ
ば
、
よ
り
強
硬
な
反
バ
ア
ス
党
政
策
を
支
持
す
る
新
興
政
党

と
の
関
係
調
整
が
困
難
に
な
る
。
そ
の
点
で
は
、
同
じ
元
亡
命
政
党
で
あ

る
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
が
よ
り
急
進
的
な
反
バ
ア
ス
党
政
策
を
打
ち
出
し
、
新
興

勢
力
の
取
り
込
み
を
図
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
既
存
政
党
が
、
政
権
内
の
共
闘
態
勢
よ
り
も
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
枠
の
も

と
で
の
新
興
政
党
の
取
り
込
み
に
力
点
を
置
け
ば
、
そ
れ
は
新
興
勢
力
の

も
つ
地
方
基
盤
の
政
治
力
学
に
中
央
政
界
が
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
に
も
な

る
。
新
興
勢
力
が
反
米
的
あ
る
い
は
対
米
依
存
度
が
低
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
主
導
の
新
政
府
の
対
米
関
係
も
微
妙
な
も
の
と
な
ろ
う
。

ス
ン
ナ
派
の
多
い
紛
争
地
域
で
は
、
住
民
意
思
を
代
表
す
る
政
治
政
党

の
確
立
は
遅
れ
て
お
り
、
部
族
な
ど
の
非
政
党
組
織
が
代
替
的
に
中
央
政

界
に
取
り
こ
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
概
観
す
れ
ば
、
現
在
の
イ
ラ
ク
で
は

一
般
的
に
、
中
央
政
界
で
代
表
し
え
な
い
地
方
の
諸
勢
力
を
、
中
央
か
ら

取
り
こ
む
形
で
政
権
の
安
定
性
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
と
、
地
方

で
県
議
会
な
ど
を
軸
に
政
治
的
代
表
性
を
積
み
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
地

方
勢
力
の
方
向
性
が
、
せ
め
ぎ
合
う
過
程
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ

の
せ
め
ぎ
合
い
が
比
較
的
矛
盾
な
く
調
整
さ
れ
て
い
る
南
西
部
お
よ
び
ク

ル
ド
地
域
と
、
乖
離
が
緊
張
を
孕
む
南
東
部
、
そ
し
て
全
く
調
整
で
き
ず

に
暴
力
へ
の
依
存
が
深
ま
る
中
部
紛
争
地
域
と
い
う
具
合
に
、
地
域
的
、

宗
派
的
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
ま
す
ま
す
色
濃
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
現
在

の
イ
ラ
ク
の
政
治
状
況
と
い
え
よ
う
。

（
さ
か
い

け
い
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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